
 

 

資料３－１

総務省政策統括官室付 
  国際統計管理官 

 

我が国における国際統計分野の人材育成、国際貢献等の状況 

国際統計分野の人材育成、国際貢献等については、充分とはいえな

い分野もあり、今後、取組を強化してまいりたい。 
 

【国際会議への出席等】 
 ○各府省においては、関連する国際会議に参加：86件 113人 (24年度) 
  会議においては、我が国からのプレゼンテーション（35件、36人）、議長

やパネリストを務める（5件、5人）等。 

 ○国際会議の結果等については、「国際統計に関する関係府省等連絡会議」 
  （事務局：総務省政策統括官付国際統計管理官）において情報共有。 

 

【人材育成】 
 ○各府省においては、若手職員の国際会議等への積極的な 

派遣等により、国際統計分野で活躍できる職員の育成に努力。 

○人事院の短期在外研究員として、イギリス国家統計局へ１名派遣。 

【国際貢献】 
 ○各国から研修生の受入 
   国連アジア太平洋統計研修所（SIAP）： 50か国 345人 (24年度) 

   内閣府経済社会総合研究所経済研修所：21か国   26人 (  〃   ) 

                                 等 
 ○各国統計局、国際機関への派遣：９人 (24年度) 
   カンボジア政府統計能力向上プロジェクト（総務省） 
   アセアン＋３中長期需給情報整備支援事業（農林水産省）    等 
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（参考） 

我が国が参加している統計関係国際会議の例 

開催主体 会議名 

国際連合統計部（ＵＮＳＤ） 

 

統計委員会 

各種専門家会合（統計分類、品質保証フレームワーク等）

国際連合アジア太平洋経済

社会委員会（ＥＳＣＡＰ） 

統計委員会 

経済統計地域プログラムに関するステアリンググループ 

農業統計に関するステアリンググループ 

国際連合ヨーロッパ経済委

員会（ＵＮＥＣＥ） 

欧州統計家会議 

国際労働機関（ＩＬＯ） 国際労働統計家会議 

消費者物価指数に関する会議 

国際食料農業機関（ＦＡＯ） アジア太平洋地域農業統計委員会 

国連教育科学文化機関 

（ＵＮＥＳＣＯ） 

国際分類関連会議 

世界保健機構（ＷＨＯ） 国際分類関連会議 

国際通貨基金（ＩＭＦ） 国際収支、貿易関連会議 

経済協力開発機構 

（ＯＥＣＤ） 

統計委員会 

購買力平価に関する会合 

家計消費と資産の統計に関する専門家会合 

金融統計ワーキングパーティー 

国民経済計算ワーキングパーティー 

教育インディケーター事業ワーキングパーティー 

国際統計協会（ＩＳＩ） ＩＳＩ大会 

国際公的統計協会 

（ＩＡＯＳ） 

ＩＡＯＳ大会 

各種シティグループ 物価統計に関するオタワ会合 

サービス統計に関するフォールブルグ会合 

ビジネスレジスターに関するヴィースバーデン会合 
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平成 24 年度に参加した国際会議の例（概要） 

 

会議名 会議日程 会議の概要 

国連統計委

員会会合 

平成 25 年２

月～３月 

国連経済社会理事会に置かれる機能委員会の一つ。

 ５地域 24 カ国の代表国で構成され、日本は 1962 年

から 1969 年の間、及び 1973 年以降、委員国を務めて

いる。統計の開発や国際比較可能性の改善などに関し

て経済社会理事会を支援することを任務としている。

 今回は、公的統計の基本原則の採択、統計的地理空

間の枠組開発、国際標準分類、国民経済計算等につい

ての議論に参画した。 

 このうち、公的統計の基本原則の採択に当たって

は、我が国から前文の表現に齟齬のないよう意見を述

べ、最終的に我が国の考え方を踏まえた形で前文の改

定が行われた。また、統計的地理空間の枠組開発の議

論においては、我が国のメッシュ統計作成の経験を基

にその有用性について発言を行ったところ、今後の取

組の方向付けに盛り込まれた。  

OECD 統計委

員会会合 

(CSTAT) 

平成 24 年６

月 

OECD の統計事業計画、統計国際協力における OECD

の役割、OECD 統計事業に係る各国の問題意識等につい

て、加盟国統計局長と OECD 事務局との議論や情報共

有の場。 

 今回は、幸福度指標、起業に関する指標、都市の再

定義などについて意見交換。我が国としては、OECD に

おける取組状況の把握に務めるとともに、起業に関す

る指標に関連して経済センサスにおける規模別事業

統計の取組を紹介した。 

ESCAP 統計

委員会会合 

平成 24 年 12

月 

ESCAP 域内加盟国における統計の課題について議論

する会合。 

 今回は、経済統計地域プログラムの履行、人口動態

統計の整備、農業及び農村統計の改善のための世界戦

略の履行、統計能力向上活動の調整等について議論。

 我が国としては、アジア太平洋統計研修所（SIAP）

の招請国として、特に統計能力向上活動に関し、SIAP

の国際的地位の維持及び、ESCAP 域内の統計研修の効

果的調整を主張し、我が国の主張が受け入れられる形

で委員会の結論を得た。 
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総務省
政策統括官

（統計基準担当）

各府省

国際機関へのデータ提供にかかる情報共有

国際連合（UN）
経済協力開発機構（OECD）
国連貿易開発会議（UNCTAD）
国連教育科学文化機関
（UNESCO）
世界銀行（WB）
国際通貨基金（IMF） 等

国際労働機関（ILO）
国際通貨基金（IMF）
国際電気通信連合（ITU）
経済協力開発機構（OECD）
国連貿易開発会議（UNCTAD）等

各府省から国際機関へのデータ提供状況については、各府省の協力の下、
関係府省連絡会議で情報共有を強化するなどして、今後改善を図ることと
したい。
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